鶴見中央　　　　　丁目のみなさん、ご通行中のみなさんこんにちは。
　私たちは、日本共産党鶴見中央地域後援会のものです。今日はこの場をお借りして、安倍内閣が発表した「集団的自衛権」についてのお話をさせていただきます。しばらくのご協力をお願いします。
安倍政権が狙う集団的自衛権の行使容認問題が新たな局面を迎えます。首相の私的諮問機関（安保法制懇）の報告書を受け、与党協議が始まります。集団的自衛権の行使容認は、憲法９条を骨抜きにして、日本を【海外で戦争する国】につくりかえること。憲法解釈の変更で実現するやり方には、保守の人々からも強い批判の声が上がっています。国会前での抗議行動【ヒューマンチェーン】で日本共産党の志位和夫委員長が呼びかけました。「ゴマカシと恫喝で《海外で戦争する国》づくりをゆるすな」
　自民党元幹事長の加藤紘一氏も赤旗日曜版で次の様に語っています。「集団的自衛権の行使を容認するために憲法解釈を見直すということは、要するに、日本の自衛隊を海外に出し米軍と肩を並べて軍事行動させようということです。第２次大戦で失墜した日本への信頼は、憲法９条によって回復したところが大きい、と私は考えています。「二度と銃は持たない」というのが守るべき日本の立場だと思います」。「集団的自衛権の行使を容認したいのなら、憲法解釈の変更などと言う、軽い手法ではなく、正々堂々と改憲を国民に提起すればいい。立憲主義は守るべきです」。まさにそのとおりです！
　日本共産党は、憲法９条を守り戦争をしない国づくりをみなさんと一緒にめざしていきたいと思います。
　６月２１日（土）午後２時から鶴見公会堂において、演説会が開かれます。市田忠義参院議員、古谷やすひこ市会議員、木佐木忠正県会議員予定候補が「くらし、年金、医療、平和」のテーマについて、お話しいたします。
　最後に今マスコミで話題満載の赤旗新聞のご購読をお願いし、この場でのお話を終わります。ご清聴ありがとうございました。
